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はじめに

人は常に、まわりの状況を理解するために感覚を使って世界を認知している。まず、音や光、

色などを刺激として、身体の各感覚器官で受け止める。そして、その受け止められた情報を脳ま

で運び、記憶と照らし合わせる等の情報処理を行って、理解をする。鼓後に、情報処理の結果を

受けて脳から身体へ命令が出て、行動をする。人は脳を中心に、この入力から情報処理、そして

出力を行いながら、今の状況を理解して行動を起こしている。この一連の処理に大事なのが感覚

である｡人には､実感しやすい感覚と実感しにくく他人からもわかりにくい感覚の二極類がある。

実感しやすい感覚には、視覚、味覚、聴覚、喚覚がある。実感しにくく他人からもわかりにくい

感覚には、固有覚'、前庭覚2がある。また、実感しやすい部分と実感しにくい部分がある感覚と

して、触覚がある。

今回の研究で対象とした粉からつくる粘土遊び（以下、｜ご粉遊び）は、粉での遊びから始まり、

水を加えてどろ、そして粘土へと遊びの素材が変わっていく。子どもにとっては、遊びの対象と

しているものが、同じ時間の中で、しかも目の前にあるものが変わっていくのである。感覚の視

点で見れば、形状が変わっていくため、触覚が受け止める感覚が変化をしていく。

触覚には、原始系と識別系の働きがある。原始系とは、本能的な反応を示す働きで、自分にふ

れたものがエサなのか敵なのかを感じ取り、防術行動・ル1争行動．とりこみ行動のいずれかのス

イッチを入れるという機能である。識別系とは、認知的な能力を使い、さわったものに注意を向

けるときに働くもので、手探りをする、さわったものの大きさ・形・素材を判断するときに働い

ている。通常、人は識別系を優先的に働かせ、さわったものを判断している。

障害のある子どもの!'｣には、感覚情報が識別系を素通りして、原始系に直接届いてしまう場合

がある。この場合、ふれたものに対して、原始系の反応が強く出る。この状態を触覚防衛反応と

いう。この反応は、子ども本人の心がけでは制御しきれない感党のトラブルである。触覚防衛が

出る子には、肌にふれた感触を識別しにくいという背於がある。感触がわからないために、混乱

して、独特の反応を示す。

このような触覚に、l暑の粉は直接働きかける素材である。一つの素材が水を加えることによっ
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